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証券コード  ８１５３     

会社名    モスフードサービス     

 

 賛成 反対 棄権 

第 1号議案 剰余金処分の件 〇   

第 2号議案 監査役２名選任の件    

 臼井 司 氏 ○   

 松村 卓治 氏 ○   

第 3号議案 補欠監査役１名選任の件    

村瀬 孝子 氏 〇   

 

上記の推奨をした理由 

◆ 第１号議案 剰余金処分の件 

 

期末配当金を昨年と同水準の一株当たり 14円、総額 437,904,964円とすることに賛成

する。 

 

2023年３月期の決算は赤字になっている。連結会計の連結業績は、売上高 850億

59百万円(前年度比 8.4％増)、営業利益 41百万円(同 98.8％減)、経常利益３億 56百

万円(同 90.2％減)となり、親会社株主に帰属する当期純損失は３億 17百万円(前年同

期は親会社株主に帰属する当期純利益 34億 19百万円)となった。原材料費やエネル

ギーコストの上昇等により営業利益を大幅に引き下げたのが要因であると述べてい

る。 

0

50

100

150

200

250

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

モスフード 配当性向(%)

※2019年,2023年は赤字



一方、赤字の会社が配当を続けるのは決して望ましいことではないが、当社は現預

金水準に問題なく（流動比率問題なし）、安定配当策を志向しており、また赤字原因

となった仕入れの高騰等に対応するために３月に価格改定を実施していることから今

後の業績の回復も見込まれる。 

よって、現状は赤字であるため配当性向を上昇させるのは厳しいものの、企業の財

政自体は安定していることから、現状維持をするべきだと考え、賛成する。 

 

 

 

 

◆ 第２号議案 監査役２名選任の件 

・ 臼井 司 氏 

1987年の入社以来、長年経理・財務部門の業務に携わった経験から、企業経営の健

全性や適性性の担保が期待できる。取締役会及び監査役会出席率がともに１００%で

あり、出席率も申し分ない。 

 

・松村 卓治 氏 

弁護士としての経験を重ねた後、他社の社外監査役を務めたという豊富な経験と知識

を持つため、社外監査役としての職務の遂行が十分期待できる。 

 

◆ 第 3号議案 補欠監査役１名選任の件 

・村瀬 孝子 氏 

弁護士として豊富な専門知識と経験を有しており、他社での社外取締役や監査役とし

ての経験も豊富なため、社外監査役として職務を適切に遂行できると判断する。 


